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交付金事業の成果目標

陽子線がん治療センターは、若狭湾エネルギー研究センターにおけるこれまでの陽子線がん治療研究の成果を活かし、平成23年3
月に福井県立病院に整備、治療開始されました。
施設の設備や治療に必要な装置は安全性を維持するため毎年点検等を実施する必要があります。そこで、本交付金を活用し、施
設の維持管理や治療装置の運転維持など施設運営に必要な業務を行い、安全な施設として県民の皆様に広く利用していただき、
今後も利用者数を増やしていくことが目標です。

交付金事業の成果指標

本交付金事業によって目的を達成していくためには、陽子線がん治療センターの高度な医療を安全で安定的に提供していくことが
必要となります。そのためには、本交付金を活用し、施設の維持管理や治療装置の運転維持など必要な業務を定期的に行い、今
後も安定した施設運営を継続していくことで陽子線がん治療センターを県民に広く利用いただき、利用者数の増加を目指します。
（平成29年度目標225名）

交付金事業の成果及び評価

施設の維持管理や治療装置の運転維持などを定期的に行い、当センターの高度な医療を安全で安定的に提供を行いました。平
成23年3月の治療開始から約7年が経過し、利用者数は1,015名となりました。平成29年度の利用者数は、同種の施設が近隣の近
畿に開所された影響などから118名と目標を下回りましたが、今後も施設の設備や治療装置の安全陽子線治療のメリットや充実した
センターの体制を多くの人に知ってもらえるようにアピールし、広く県民の皆様に利用していただけるような施設の運営に努めます。

交付金事業実施場所 福井市四ツ井　福井県立病院陽子線がん治療センター

交付金事業の概要
陽子線がん治療センターにおいて、施設の維持管理や治療装置の運転維持など、安定的な施設運営を行うための業
務委託費として電源立地地域対策交付金を活用しています。

総事業費 321,303,780

交付金充当額 303,000,000

うち文部科学省分 243,900,635

うち経済産業省分 59,099,365

措　置　名 交付金事業の名称

福祉対策措置 陽子線がん治療施設運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 福井県



交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

治療装置運転・維持、保守業務委託 随意契約（特命）

個人被ばく管理システム点検・校正業務委託 随意契約（少額）

ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ保守点検・校正業務委託 随意契約（少額）

MRI装置保守点検・校正業務委託 一般競争入札

PET/CT装置保守業務委託 一般競争入札

CT造影剤自動注入器保守点検業務委託 随意契約（少額）

超音波診断装置等保守点検業務委託 随意契約（少額）

ﾘﾌｧﾚﾝｽ線量計校正業務委託 随意契約（少額） 丸文通商（株）福井支店

2次元検出器校正業務委託 随意契約（少額） 丸文通商（株）福井支店

ﾎﾟｹｯﾄ線量計点検校正業務委託 随意契約（少額） （株）日立製作所福井支店

放射線管理業務委託 一般競争入札 （株）アトックス福井事業所

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

伊藤医療器（株） 907,200

（株）ミタス 17,172,000

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 平成３３年度

（株）ミタス 26,438,400

（株）ミタス 648,000

冨木医療器（株）福井支店 252,720

99,900

302,400

153,360

11,556,000

契約の相手方 契約金額（円）

三菱電機（株）北陸支社 263,520,000

伊藤医療器（株） 253,800


